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全力前進、全速力 !!
　山手中学校陸上部は、部員数４０名で活動しています。
チームのＰＲポイントは「仲の良さ」。先輩・後輩関係な
く仲良しで、いつも笑いが絶えません。顧問の先生方が
チームに合わせた練習メニューをしっかり考えてください
ます。（顧問の先生によると「部員は自分たちでも本やイ
ンターネットを使って勉強している。『陸上』をどんどん
好きになっている」とのことでした。）
　１月の駅伝の次は３月の県記録会。良い記録を目指して
頑張ります！

◇第４回定例会のあらまし
　賛否の分かれた議案・可決した意見書
◇付議事件等の審議結果・議会日誌等・・・・・Ｐ３
◇一般質問等・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４～６
◇議会報告会・視察報告等・・・・・・・・・・Ｐ７
◇議会クイズ・３月定例会日程（予定）等・・・Ｐ８

・・・・Ｐ２

１２月定例会　Contents

～芦屋市議会は、市民の皆さまにより分かりやすく、親しま
れる議会だよりを目指しています。ぜひ皆さまのご意見をお
聞かせください～芦屋市議会事務局　℡ 0797-38-2001（直）



　

　

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
、

11
月
25
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で

の
28
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
、

人
権
擁
護
委
員
推
薦
の
人
事
案

件
、
心
が
つ
な
が
る
手
話
言
語

条
例
の
制
定
、
平
成
28
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
特
定
事
業

契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
な
ど
、
計
13
件
の
議
案
の

提
出
が
あ
り
、
手
話
言
語
条
例

の
提
案
時
に
は
山
中
市
長
が
手

話
で
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

心
が
つ
な
が
る
手
話
言
語
条

例
は
、
手
話
へ
の
理
解
の
促
進

等
に
関
し
て
基
本
理
念
を
定
め
、

市
お
よ
び
市
民
な
ら
び
に
事
業

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
手

話
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

誰
も
が
地
域
で
支
え
合
い
な
が

ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

国
の
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て

の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
事

業
に
要
す
る
経
費
や
平
成
29
年

度
に
予
定
し
て
い
た
岩
園
小
学

校
、
浜
風
小
学
校
お
よ
び
潮
見

幼
稚
園
の
施
設
整
備
事
業
を
本

年
度
に
前
倒
し
実
施
す
る
た
め

の
経
費
を
追
加
す
る
も
の
な
ど

で
す
。
特
定
事
業
契
約
の
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
３
ペ

ー
ジ
の
討
論
内
容
紹
介
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

各
常
任
委
員
会
で
慎
重
、
詳
細

な
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
可

決
あ
る
い
は
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
定
例
会
で
は
３
件

の
請
願
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
８
号
、
第
９
号
は
付
託

さ
れ
た
民
生
文
教
常
任
委
員
会

で
の
審
査
の
後
、
本
会
議
で
も

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請

願
第
８
号
の
採
択
に
伴
い
提
出

さ
れ
た
議
員
提
出
議
案
「
障
害

児
者
の
生
き
る
基
盤
と
な
る

『
暮
ら
し
の
場
』
の
早
急
な
整

備
を
求
め
る
意
見
書
」
は
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
請
願
第
10
号
は
付
託

さ
れ
た
総
務
常
任
委
員
会
で
可

否
同
数
に
よ
る
委
員
長
裁
決
で

不
採
択
と
な
り
、
本
会
議
で
も

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
本
定
例
会
で
は
議

員
提
出
議
案
と
し
て
「
衆
議
院

小
選
挙
区
の
区
割
り
改
定
に
お

い
て
市
区
町
村
の
区
域
を
分
割

す
る
場
合
は
最
大
限
の
慎
重
さ

を
も
っ
て
行
う
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

※
各
議
案
の
議
決
状
況
は
３

ペ
ー
ジ
（
付
議
事
件
等
の
審
議

結
果
）
の
と
お
り
で
す
。

　本市議会では、賛否の分かれた議案に対する議員個人の賛否を「あしや市議会だより」と市議会ホームペー
ジで公開しています。今回賛否の分かれた議案等の採決の結果は次のとおりです。

第
４
回

　

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

会　　派 あしや真政会 公明党 日本
共産党

日本
維新
の会

薫る風
会派に

属さない
議員

岩
岡
り
ょ
う
す
け

福
井
　
利
道

長
野
　
良
三

福
井
美
奈
子

畑
中
　
俊
彦

中
島
　
健
一

重
村
啓
二
郎

松
木
　
義
昭

徳
田
　
直
彦

帰
山
　
和
也

田
原
　
俊
彦

ひ
ろ
せ
久
美
子

森
　
し
ず
か

平
野
　
貞
雄

寺
前
　
尊
文

大
原
　
裕
貴

山
田
み
ち
子

中
島
か
お
り

い
と
う
ま
い

長
谷
　
基
弘

前
田
　
辰
一

議　決　結　果

第６７号議案 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 × 可　決（賛成 14 人　反対６人）

第７４号議案 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可　決（賛成 16 人　反対４人）

第７６号議案 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可　決（賛成 16 人　反対４人）

第７７号議案 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（賛成 17 人　反対３人）

第７９号議案 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（賛成 18 人　反対２人）

請願第１０号 × × × × ― × × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇 不採択（賛成６人　反対 14 人）

心
が
つ
な
が
る
手
話
言
語
条
例
を
可
決

◇
留
守
家
庭
児
童
会
の
学
校
休
業
日
に
お
け
る
８
時
開
級
及
び

　
　
　
　

３
月
31
日
の
開
級
に
係
る
請
願
書
を
全
員
一
致
で
採
択

平成２９年２月号

２

議　案

議　員

手話で提案説明をする山中市長

＊○ ･･･ 賛成、× ･･･ 反対、欠 ･･･ 欠席、―･･･ 議長（議長は表決に参加しません。）

賛 否 の 分 か れ た 議 案

障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求める意見書
（議員提出議案第 15 号）
（内容）
①障害児者が「暮らしの場」を選択できるよう、グループホームや入所
　施設・通所施設などの社会資源を拡充し、福祉職員を確保すること。
②入所機能を備えた地域生活支援拠点を国の責任で整備すること。
③前２項を実現するために、障害者関係予算を大幅に増額し、施策の重
　要な担い手になっている地方公共団体を財政的に支援すること。
（提出先） 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、
　　　　   内閣官房長官

可 決 し た 意 見 書
衆議院小選挙区の区割り改定において市区町村の区域を分割
する場合は最大限の慎重さをもって行うことを求める意見書
（議員提出議案第 16 号）
（内容）衆議院小選挙区の区割り改定のために市区町村域をや
むを得ず分割する場合は、その市区町村の歴史的経過、地理的
条件、経済圏及び生活圏を考慮し、同じ市区町村でありながら
選挙区が異なることが有権者の混乱を招くことのないよう、最
大限の慎重さをもって判断すべきであり、単なる数合わせのた
めに分割することがないよう強く求める。
（提出先） 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣

なお、意見書の詳細につきましては、市議会ホームページ「議員提出議案の審議結果」をご覧ください。

今定例会で可決した意見書２件については、地方自治法第 99 条の規定
により、芦屋市議会からそれぞれの提出先に提出しています。



本議案は芦屋市立あしや温泉の指定管理者を引き続き株式会社オー
エンスに決定するものです。

付議事件等の審議結果
議案番号 件　　　　　　　名 結　果

市　
　
　
　

長　
　
　
　

提　
　
　
　

出

６７ 芦屋市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて 可　決

６８ 人権擁護委員の候補者の推薦につき市議会の意見を求めることについて 同　意

６９ 人権擁護委員の候補者の推薦につき市議会の意見を求めることについて 同　意

７０ 芦屋市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 可　決

７１ 芦屋市市税条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

７２ 芦屋市心がつながる手話言語条例の制定について 可　決

７３ 芦屋市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

７４ 平成 28 年度芦屋市一般会計補正予算（第３号） 可　決

７５ 平成 28 年度芦屋市都市再開発事業特別会計補正予算（第１号） 可　決

７６ 芦屋市立あしや温泉の指定管理者の指定について 可　決

７７ 特定事業契約の変更契約の締結について 可　決

７８ 芦屋公園有料公園施設の指定管理者の指定について 可　決

７９ 芦屋市一般職の職員の給与に関する条例及び芦屋市一般職の職員の給与に関
する条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議
員
提
出

１５ 障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求める意見書 可　決

１６ 衆議院小選挙区の区割り改定において市区町村の区域を分割する場合は最大
限の慎重さをもって行うことを求める意見書 可　決

請　
　
　

願

８ 家族介護はもう限界です！障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早
急な整備を求める意見書の提出を求める請願書 採　択

９ 留守家庭児童会の学校休業日における８時開級及び３月 31 日の開級に係る
請願書 採　択

１０ 芦屋市議会として、地方自治を尊重し、美しい自然を守るためにも、沖縄県と「新たな
基地建設」について真摯に協議するよう、日本政府に対し意見書の提出を求める請願 不採択

陳
情 ９ 家族介護はもう限界です！障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早

急な整備を求める意見書の提出を求める陳情書（民生文教常任委員会） 撤回承認

反 対
賛 成

３

議会日誌（11 月～１月）

【11 月】
１日 ▼ 行政視察（総務）岡山市（※）
７日 ▼ 総務常任委員会
９日 ▼ 議会運営委員会

▼ 代表者会議

▼ 議会報編集委員会
15 日 ▼ 議会報告会（※）
16 日 ▼ 建設公営企業常任委員会
22 日 ▼ 議員研修会（※）

▼ 芦屋浜・南芦屋浜まちづくり
調査特別委員会

24 日 ▼ 全体協議会

▼ 議案説明会

▼ 議会運営委員会

▼ 代表者会議

▼ 議員互助会理事会
25 日 ▼ 本会議（定例会第１日）

提案説明、委員会付託

▼ 総務常任委員会
30 日 ▼ 全体協議会

▼ 議会運営委員会

【12 月】
１日 ▼ 本会議（定例会第２日）

委員長報告、討論、表決、
提案説明、委員会付託

５日 ▼ 建設公営企業常任委員会
６日 ▼ 民生文教常任委員会
７日 ▼ 総務常任委員会
９日 ▼ 議案説明会

▼ 議会運営委員会

▼ 代表者会議

▼ 議員互助会理事会
12 日 ▼ 本会議（定例会第３日）

一般質問
13 日 ▼ 本会議（定例会第４日）

一般質問
14 日 ▼ 本会議（定例会第５日）

一般質問、
提案説明、委員会付託

15 日 ▼ 総務常任委員会
20 日 ▼ 議会ＩＣＴ検討会議（第 15 回）
21 日 ▼ 議会運営委員会

▼ 代表者会議

▼ 議会報告会検討会議（第１回）（※）
22 日 ▼ 本会議（定例会第６日）

各常任委員長報告、討論、
表決等

▼ 議会報編集委員会

【１月】
13 日 ▼ 建設公営企業常任委員会

▼ 代表者会議

▼ 議会ＩＣＴ検討会議（第 16 回）
16 日 ▼ 議会報告会検討会議（第２回）
25 日 ▼ 議会ＩＣＴ検討会議（第 17 回）

▼ 議会報告会検討会議（第３回）
26 日 ▼ 行政視察（議運）大東市

（※注１）議案番号を黄色で色塗りしている箇所は賛否の分かれた議案を表しています。
　　　　　詳細は２ページの「賛否の分かれた議案」をご覧ください。
（※注２）陳情は（　）内の委員会の審査結果です。陳情第９号提出後に同内容の請願第８
　　　　　号が提出されたため、委員長が陳情の取り下げを承認しています。

限りある資源を大切に！本誌はリサイクルによる古紙を使用しています。

（
※
注
１
）

　増額の多くが土壌調査と残土処分であり、法令に基づく処理が必要なため賛成は
するが、「景観アドバイザー」および「景観認定審査会」の指導・意見により設計
が変更され、経費の増額と事業が半年も遅れることは指摘しなければならない。ま
た、会議は非公開で議事録の公表もないため変更の経過がわからないが、少なくと
も公共施設案件の議事録は公開すべきである。

　設計変更に伴う工期延長で、350 世帯の引っ越しが半年遅れになるが、高齢者
への負担は大きく、生活設計への影響も心配である。多額の費用をかけ、半年も工
期を延長してまで設計変更が必要なのか疑問が残る。
　海の土質にフッ素が含まれていることは十分に予見できることである。
　その時々の「景観アドバイザー」の感性や識見に振り回されないよう、本市の景
観行政、景観配慮方針を明確にしておかなければならない。

討 論 内 容 紹 介 賛否の分かれた議案のうち、第 76 号、
第77号議案の討論を要約してお伝えします。

（
※
注
２
）

本議案は高浜町１番で進行中の市営住宅等大規模集約事業につい
て、土壌調査によりフッ素およびその化合物が基準値を超過してい

ることが判明した場所の掘削による残土の処分、また景観法の認定に係る設計変更
のため、契約金額を増額しようとするものです。

第 76 号

第 77 号

反 対
賛 成　指定管理者を置くことで、市民の利便性、保健衛生水準の維持・向上等ができる
のであれば、大いに進めていくべきである。ただし、市は指定管理者に対する法令
や仕様書に基づいた指導や監督責任をしっかり果たしていくことが前提である。
　ノウハウを持つ民間事業者が管理運営を行うこと、また公募による入札で、競争
原理によるサービス改善、利用者数等の向上が見受けられる。今求められているの
は、ただ入浴できる施設ではなく、いろいろなサービス展開がなされることである。

　指定管理者制度の導入目的はコスト削減と市民サービスの向上であったが、導入
前に比べて指定管理料は高く、また目玉の自主事業も実際には半分程度の実施であ
るなど、期待されるほどの管理運営ではなかった。安定性を求めるなら、市が直営
で行うべきである。
　事業者の職員配置全てが契約社員という不安定な労働条件のもとで、しっかりと
したサービスが提供できるか問わなければならない。また本市の多くの指定管理者
のパート職員の時給が最低賃金という実態も見ておかなければならない。引き続き
現在の指定管理者が選ばれたが、選定委員会での評価点が前回の選定時よりも低い
のは問題である。

（※）詳細は７ページ参照



　

子
ど
も
の
学
習
支
援
・
居
場

所
づ
く
り
活
動
を
求
め
る
。
ま

た
、
そ
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。「
子
ど

も
の
未
来
を
応
援
！
首
長
連

合
」
加
盟
の
意
気
込
み
を
問
う
。

　

地
域
型
保
育
事
業
の
他
の
メ

ニ
ュ
ー
や
集
会
所
ト
ー
ク
で
の

託
児
コ
ー
ナ
ー
設
置
の
案
内
な

ど
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

高
浜
町
の
社
会
福
祉
複

合
施
設
で
子
ど
も
食
堂
等
の
提

案
が
あ
り
、
そ
の
活
用
を
法
人

と
協
議
し
て
い
く
。
子
ど
も
が

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
。
認
定
こ

ど
も
園
等
の
整
備
を
優
先
し
、

事
業
の
進
捗
等
に
応
じ
判
断
す

る
。
次
回
か
ら
子
ど
も
連
れ
で

入
場
可
等
の
案
内
を
し
て
い
く
。

　

国
内
各
地
の
公
立
図
書
館
で
、

従
来
の
「
本
を
借
り
る
だ
け
の

場
所
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
す
る
取
り
組
み
が
増
え
て
い

る
。
改
修
工
事
を
控
え
た
今
、

生
涯
学
習
活
動
や
市
民
交
流
活

動
の
拠
点
に
も
な
る
、
時
代
に

沿
っ
た
図
書
館
と
し
て
、
さ
ら

な
る
充
実
を
求
め
る
が
、
今
後

の
図
書
館
の
あ
り
方
を
問
う
。

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
を

通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
読

書
に
親
し
み
、
心
豊
か
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
人
々
の
憩

い
・
交
流
の
場
と
し
て
地
域
に

役
立
つ
図
書
館
を
目
指
し
て
い

く
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が

安
全
で
快
適
な
環
境
で
利
用
で

き
る
よ
う
施
設
整
備
し
て
い
く
。

　

生
活
上
の
困
り
ご
と
に
つ
い

て
各
種
電
話
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
が
、
い
ざ
と

い
う
時
に
、
そ
の
相
談
先
が
す

ぐ
に
分
か
ら
な
い
よ
う
で
は
価

値
が
半
減
す
る
。
各
家
庭
の
見

や
す
い
場
所
に
掲
示
で
き
る
よ

う
な
、
主
要
な
電
話
相
談
先
を

分
か
り
や
す
く
掲
載
し
た
も
の

を
作
成
、
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
各
種
相
談
窓
口

を
ま
と
め
た
「
市
民
便
利
帳
」

を
全
戸
配
布
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
緊
急
性
が
高
い
情
報
を
ま

と
め
た
も
の
を
作
成
し
、
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

　

市
が
建
て
替
え
を
計
画
し
て

い
る
分
庁
舎
内
に
小
規
模
保
育

所
が
新
た
に
開
設
さ
れ
る
こ
と

は
大
変
評
価
す
る
。
し
か
し
定

員
19
人
で
待
機
児
童
が
３
０
０

人
を
超
え
る
現
在
、
解
消
に
は

程
遠
い
。
以
前
か
ら
設
置
が
望

ま
れ
て
い
る
山
手
・
精
道
中
学

校
圏
域
に
認
定
こ
ど
も
園
を
早

期
に
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

計
画
に
掲
げ
た
平
成
29

年
度
末
ま
で
の
待
機
児
童
解
消

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

将
来
を
見
据
え
た
圏
域
ご
と
の

施
設
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
、
潮
見
圏
域
の
認
定
こ
ど
も

園
２
カ
所
の
他
、
待
機
児
童
の

多
い
山
手
・
精
道
圏
域
に
お
い

て
も
、
教
育
委
員
会
と
協
議
・

調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

ご
み
処
理
広
域
化
に
つ
い
て

平
成
29
年
11
月
を
め
ど
に
一
定

の
方
針
を
出
す
と
発
表
し
た
が
、

順
番
制
で
い
ず
れ
は
大
規
模
焼

却
施
設
を
芦
屋
市
側
に
建
設
す

る
こ
と
に
な
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
存
続
問
題
、
西
宮
市
か
ら
の

パ
ッ
カ
ー
車
の
搬
入
や
一
部
の

地
域
に
環
境
問
題
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
が
解
決
方
法
は
。

処
理
施
設
や
費
用
を
は

じ
め
と
し
た
両
市
の
負
担
お
よ

び
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
協
議
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。
な
お
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
収
集
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
化

の
検
討
対
象
外
と
し
て
い
る
。

一   般   質   問
12 月 12 日～ 14 日の３日間に 17 人の議員が計 33 項目の一般質問を行いました。
内容の一部を紹介します。（詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。）

市

平成２９年２月号

４

写真：仲ノ池

待
機
児
童
の

　
　

解
消
策
を
早
急
に
図
れ

あ
し
や
真
政
会

　
　
松
木
　
義
昭

芦
屋
の
子
ど
も
た
ち
の

　
　

輝
く
未
来
に
向
け
て
！

薫
る
風

　
　
中
島
か
お
り

充
実
し
た
図
書
館
の

　
　
　
　
　

実
現
に
つ
い
て

あ
し
や
真
政
会

　
　
福
井
美
奈
子

市

市市

市

小槌幼稚園

西
宮
市
と
芦
屋
市
で

　

共
同
の
焼
却
施
設
計
画
？

無
所
属

　
　
長
谷
　
基
弘

困
っ
た
時
、
す
ぐ

電
話
相
談
が
で
き
る
よ
う
に

あ
し
や
真
政
会

　
　
中
島
　
健
一 小槌幼稚園



　

市
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
は

好
評
だ
が
、
現
行
の
午
後
４
時
30

分
終
了
で
は
働
く
親
の
需
要
に
応

え
き
れ
ず
、
延
長
を
望
む
声
も
多

い
。
保
育
所
を
利
用
す
る
親
の
う

ち
、
３
割
が
午
後
６
時
ま
で
の
お

迎
え
が
可
能
で
あ
り
、
預
か
り
保

育
の
時
間
延
長
は
待
機
児
童
解
消

に
も
つ
な
が
る
。
預
か
り
保
育
の

延
長
を
求
め
る
。

時
間
延
長
に
は
、
新
た

な
指
導
員
の
雇
用
や
職
員
の
勤

務
形
態
の
見
直
し
、
お
弁
当
の

持
参
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

保
護
者
か
ら
の
要
望
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
場
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、
現
行
の
体
制
で
少
し

で
も
延
長
で
き
る
方
法
が
な
い

か
検
討
し
て
い
く
。

　

本
市
は
国
際
文
化
住
宅
都
市

と
し
て
、
外
国
人
の
誘
致
、
定

住
化
に
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
市
内
の
案
内
看
板

や
避
難
看
板
な
ど
に
、
比
較
的

安
価
で
実
現
で
き
、
ま
た
、
最

大
19
言
語
の
中
か
ら
選
択
し
た

言
語
で
表
示
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
全
市
的
に

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

芦
屋
市
公
共
サ
イ
ン
計

画
策
定
を
は
じ
め
、
外
国
人
へ

の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
一
つ
と
し

て
、
設
置
場
所
等
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。
教
育
委
員
会
で
は
、

文
化
財
の
日
本
語
説
明
看
板
等

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
多
国

籍
語
対
応
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
。
市
全
体
で
統
一
し
た
対
応

を
と
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

建
て
替
え
が
示
さ
れ
た
新
分

庁
舎
は
貸
室
が
多
い
。
子
ど
も

施
設
の
設
置
を
9
月
議
会
で
提

案
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
を

問
う
。
高
浜
町
の
複
合
福
祉
施

設
は
50
年
間
に
わ
た
り
民
間
が

運
営
を
行
う
。
行
政
に
よ
る
運

営
状
況
の
把
握
と
、
時
々
の
福

祉
需
要
等
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
契
約
内
容
か
。

床
面
積
の
問
題
で
保
育

施
設
の
併
設
を
断
念
し
て
い
た

が
、
一
定
の
発
想
の
転
換
を
し

た
結
果
、
設
置
可
能
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
関
係
法
令
の
改
正
等

を
踏
ま
え
、
実
施
事
業
に
変
更

等
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は

市
と
協
議
す
る
契
約
に
な
っ
て

い
る
。
募
集
し
た
事
業
ど
お
り

の
内
容
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

　

い
じ
め
の
深
刻
化
や
不
登
校

の
増
加
な
ど
を
受
け
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
て

い
る
が
、
複
数
校
兼
務
や
教
育

委
員
会
内
へ
の
配
置
と
な
っ
て

い
る
。
児
童
生
徒
や
保
護
者
か

ら
発
せ
ら
れ
る
初
期
段
階
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
に
対
応
す
べ
く
、
常
勤
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
各
校

へ
配
置
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

は
県
教
育
委
員
会
の
事
業
で
あ

り
、
配
置
校
数
や
時
間
を
増
や

す
よ
う
今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

本
市
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
や
打
出
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
に
専
門
の
相
談
員
も
配
置

し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
市
単

独
の
常
勤
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

兵
庫
県
内
に
は
運
転
免
許
証

の
返
納
者
が
特
典
を
受
け
ら
れ

る
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
本
市

と
し
て
同
取
り
組
み
に
協
力
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
運

転
免
許
証
返
納
に
よ
る
不
便
さ

へ
の
対
策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー

の
配
車
サ
ー
ビ
ス
を
促
進
す
る

等
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
ど
う
か
。

警
察
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
免
許
返
納
制
度
の
主
旨

や
特
典
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

市
内
企
業
等
に
高
齢
者
運
転
免

許
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
協
議
会

の
活
動
へ
の
協
力
を
求
め
て
い

る
。
本
市
で
は
高
齢
者
バ
ス
運

賃
助
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

タ
ク
シ
ー
助
成
等
の
新
た
な
制

度
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

　

34
年
間
公
立
保
育
所
を
建
て

ず
、
待
機
児
童
解
消
を
民
間
に

依
存
す
る
中
で
、「
夢
工
房
」

不
正
経
理
問
題
や
別
法
人
に
よ

る
保
育
所
開
設
断
念
が
生
じ
た
。

社
会
保
障
と
し
て
の
公
的
保
育

の
行
政
責
任
を
ど
う
認
識
し
、

公
立
保
育
所
の
役
割
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
公
立
保
育
所

を
増
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

公
立
保
育
所
の
役
割
は

私
立
保
育
園
と
と
も
に
、
児
童

に
対
す
る
適
切
な
保
育
の
実
施

や
地
域
の
子
育
て
支
援
の
場
、

ま
た
、
本
市
の
保
育
の
質
の
向

上
の
た
め
に
公
立
・
私
立
連
携

の
要
に
な
る
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
公
立
保
育
所
運
営
に
は
国

の
補
助
が
な
く
、
民
間
の
力
も

借
り
な
が
ら
質
を
高
め
て
い
く
。

　

市
の
豊
か
な
財
政
で
市
民
に

寄
り
添
い
、
市
民
の
暮
ら
し
優

先
に
使
う
予
算
編
成
と
な
る
よ

う
願
う
。
若
者
支
援
と
し
て
の

奨
学
金
、
住
宅
家
賃
補
助
や
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
、
商
工
業
者
支
援
と
し
て
地

域
活
性
の
た
め
の
店
舗
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
の
創
設
と
屋
外
広
告

物
条
例
の
見
直
し
を
求
め
る
。

大
学
生
向
け
奨
学
金
の

復
活
の
考
え
は
な
い
が
、
国
の

動
向
等
を
注
視
し
て
い
く
。
家

賃
補
助
、
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
創
設
の
考
え
は

な
い
。
現
制
度
の
周
知
、
活
用

促
進
を
図
っ
て
い
く
。
屋
外
広

告
物
条
例
は
商
工
業
者
の
発
展

も
意
図
し
て
制
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

本誌掲載の写真は希望される方に差し上げています。市議会事務局（℡ 0797-38-2001）へお問い合わせください。
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幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
で

　
　
　

待
機
児
童
の
解
消
へ

日
本
維
新
の
会

　
　
寺
前
　
尊
文

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
翻
訳
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

の
活
用
に
つ
い
て

あ
し
や
真
政
会

岩
岡
り
ょ
う
す
け

小槌幼稚園

小槌幼稚園

各
学
校
に
常
勤
ス
ク
ー
ル

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を

あ
し
や
真
政
会

　
　
福
井
　
利
道

市
民
生
活
に
貢
献
す
る
分
庁

舎
と
複
合
福
祉
施
設
を
！

無
所
属

　
　
い
と
う
ま
い

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の

　
　
　
　
　

返
納
に
つ
い
て

日
本
維
新
の
会

　
　
大
原
　
裕
貴

市

市

市

市

市

市

市

待
機
児
童
解
消
へ
、
公
的

保
育
の
行
政
責
任
を
果
た
せ

日
本
共
産
党

　
　
平
野
　
貞
雄

市
民
の
暮
ら
し
優
先
の

　
　
　
　
　
　

市
政
運
営
に

日
本
共
産
党

　
ひ
ろ
せ
久
美
子



　

本
市
は
自
己
完
結
で
ほ
と
ん

ど
の
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
こ

の
た
び
、
近
隣
自
治
体
と
ゴ
ミ

処
理
共
同
化
の
協
議
が
始
ま

る
。
本
市
は
今
後
も
自
己
完
結

型
行
政
を
行
う
の
か
。
あ
る
い

は
共
同
化
を
さ
ら
に
進
め
る
の

か
。
さ
ら
に
は
先
々
は
合
併
と

い
う
こ
と
ま
で
考
え
て
い
る
の

か
。
市
長
の
方
針
を
問
う
。

事
業
の
広
域
化
は
今
後

の
人
口
動
向
を
踏
ま
え
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
施
設
の
運

営
・
管
理
の
必
要
性
か
ら
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回

の
ご
み
焼
却
施
設
は
、
こ
の
考

え
方
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

他
の
事
業
に
お
い
て
も
近
隣
市

と
の
共
同
、
連
携
を
進
め
て
い

く
が
、
合
併
は
考
え
て
い
な
い
。

　
「
15
年
行
革
」
で
の
職
員
の

大
幅
削
減
と
社
会
教
育
施
設
等

へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
市
民
の
生
活
に
寄
り

添
っ
た
行
政
力
が
後
退
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る
。

職
員
の
非
正
規
化
が
進
み
、
過

労
死
ラ
イ
ン
超
の
長
時
間
労
働

が
常
態
化
し
て
い
る
。
実
態
の

調
査
と
是
正
を
求
め
る
。

非
正
規
職
員
は
事
務
補

助
的
・
臨
時
的
業
務
で
必
要
性

を
精
査
し
配
置
し
て
い
る
。
計

画
策
定
や
税
・
保
険
料
の
賦
課

業
務
等
で
一
時
的
に
業
務
量
が

増
大
す
る
部
署
が
あ
り
、
超
過

勤
務
時
間
が
１
０
０
時
間
を
超

え
る
場
合
等
は
面
談
や
所
属
長

へ
の
助
言
、
指
導
を
通
じ
、
職

員
の
健
康
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
多
文
化
共
生
教
育

指
針
の
策
定
状
況
は
。
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
・
レ
ジ
袋
削
減
に
最

も
効
果
的
な
施
策
、
ま
た
、
プ

ラ
容
器
包
装
ご
み
の
分
別
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
住
宅
耐

震
化
促
進
事
業
の
補
助
金
対
象

枠
を
平
成
12
年
5
月
31
日
以
前

に
ま
で
拡
大
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム

も
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
。

指
針
作
成
に
向
け
協
議

し
て
お
り
、
年
度
内
に
そ
の
内

容
を
ま
と
め
る
。
レ
ジ
袋
削
減

の
た
め
、
消
費
者
団
体
、
事
業

者
と
の
三
者
協
定
を
検
討
す
る
。

容
器
分
別
は
環
境
負
荷
低
減
に

効
果
的
な
た
め
、
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
県
が
地
震
被

害
抑
制
方
策
を
検
討
す
る
の
で
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
市

内
６
カ
所
に
応
急
救
護
所
を
開

設
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
医
師

等
の
確
保
や
芦
屋
病
院
で
の
医

薬
品
の
備
蓄
や
配
送
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

市
内
拠
点
病
院
で
あ
る
芦
屋
病

院
等
の
建
物
・
機
器
の
耐
震
化
、

電
気
、
水
道
な
ど
災
害
対
策
を

講
じ
て
い
る
の
か
。

計
画
数
量
の
薬
剤
は
備

蓄
し
て
い
な
い
が
、
県
下
の
自

治
体
病
院
で
相
互
応
援
体
制
を

確
保
す
る
な
ど
、
支
障
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
芦
屋
病
院
は

平
成
25
年
に
建
物
、
機
器
の
耐

震
性
を
確
保
し
た
。
ま
た
、
非

常
用
自
家
発
電
機
で
14
時
間
の

電
力
、
貯
水
タ
ン
ク
で
約
１
日

分
の
水
を
確
保
し
て
い
る
。

　

自
治
会
活
動
は
、
住
民
の
自

主
的
活
動
と
し
て
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い

る
が
、
一
方
で
自
治
会
加
入
等

に
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
自
治

会
活
動
リ
ー
フ
の
活
用
も
検
討

す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
自
治
会

活
動
を
下
支
え
す
る
た
め
の
手

挙
げ
方
式
や
実
績
評
価
に
よ
る

財
政
補
助
も
必
要
で
は
な
い
か
。

庁
舎
内
で
の
自
治
会
加

入
案
内
の
配
架
や
集
合
住
宅
等

建
築
時
の
施
工
業
者
等
を
通
じ

た
案
内
に
加
え
、
広
報
あ
し
や
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
自
治
会
活

動
へ
の
理
解
や
加
入
促
進
を
支

援
し
て
い
く
。
自
治
会
活
動
等

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
が
、

提
案
方
式
に
よ
る
地
域
活
動
活

性
化
の
支
援
も
検
討
し
て
い
く
。

平成２９年２月号

６

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
、

ご
み
施
策
、
耐
震
化
補
助
枠

薫
る
風

　
　
山
田
み
ち
子

自
治
会
活
動
の
認
知
を
高
め

活
動
を
支
え
る
取
り
組
み
を

無
所
属

　
　
前
田
　
辰
一

行
政
力
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

　
　
森
　
し
ず
か

市

市

市市

②ダウンロードしたら、「メニュー」
の「個人設定」で、「お住まいの地域」
を【兵庫県芦屋市】に設定してください。

① App Store または
Google Play で「 マ
チイロ」を検索また
は右のＱＲコードか
ら ア プ リ を ダ ウ ン
ロード

スマートフォンアプリ「マチイロ」で
「あしや市議会だより・広報あしや」を配信中 !!

芦
屋
市
公
共
施
設
等
総
合

　
　
　

管
理
計
画
に
つ
い
て

公
明
党

　
　
徳
田
　
直
彦

医
薬
品
備
蓄
や
事
前
対
策
で

安
心
の
医
療
施
策
実
現
を
！

公
明
党

　
　
帰
山
　
和
也

市

小槌幼稚園

小槌幼稚園

「芦屋市議会事務局」の
Facebook をはじめました !!
市議会の情報をわかりやすく
配信していきます。
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　本市議会では、市民の皆さまに
議会の仕組みや活動を知っていた
だくために、平成 25 年度から毎
年、議会報告会を開催し、今回で
４回目の開催となりました。より
多くの方に参加していただけるよ
う、例年とは異なり、市役所本庁
舎の委員会審査を行う部屋で、ま
た同日の３つの時間帯で開催しま
した。
　当日は、畑中俊彦議長の挨拶の
あと、各議員がパワーポイントを

用いて、「議会改革のトピックス」
「平成 27 年度決算審査報告」や、
新たな試みとして「第３回定例会
の審議内容（各常任委員会の審査
内容）」などについて説明を行い、
その後、参加者との質疑応答や意
見交換を行いました。
　参加者からは、「屋外広告物条
例はどのように周知し、浸透して
いるのか」「JR 芦屋駅にエスカレ
ーターがない。このままでいいの
か」「本会議の一般質問での『検
討する』『調査する』という市の
答弁に対し、質問者はその後チェ
ックしているのか。市民にどう返
しているのか」などの市政運営等
に関するご意見のほか、議会報告
会に対して「報告会で使用した資
料をホームページに掲載してほし
い」「質疑時間をもっと増やして
ほしい」「土日の夜に JR 芦屋駅前

などで開催してはどうか」などの
ご要望をいただきました。
　より良い報告会の開催を目指し、
昨年 12 月 21 日に座長（副議長）
と各会派から１名ずつ推薦された
委員で構成する「議会報告会検討
会議」を設置し、議会報告会の検
証、今後のあり方について調査・
検討を開始しました。
　多くの市民の皆さまに足を運ん
でいただけるような議会報告会を
目指して取り組んでまいります。

限りある資源を大切に！本誌はリサイクルによる古紙を使用しています。

７

　民生文教常任委員会は 10 月 12
日と 13 日の２日間、東京都荒川

区と北区への行政視察を行いまし
た。
　荒川区では、タブレット PC が
全小中学校に導入されています。
グループ学習や教職員への研修な
どでの利用について説明を受けま
した。社会進出において、アナロ
グとデジタルを組み合わせた教育
を先行して取り組んでいくことが
今後の課題であり、本市でも検討
する余地があると感じました。

　北区では、子育て応援団事業に
ついて、出産前から行われている
支援策について説明を受けまし
た。市長部局、教育委員会が一体
となった取り組みが行われており、
切れ目のない子育て支援を実現す
るための、子ども同士、親同士の
交流のきっかけづくりの必要性を
改めて感じるとともに、本市でも
子育て支援体制を検討する余地が
あると感じました。

タブレット PC の全小中学校導入
 ・子育て応援団事業を研究

民生文教常任委員会
10 月 12 日 ~13 日
東京都荒川区と北区を行政視察

北区役所にて

　総務常任委員会は 10 月 31 日
と 11 月１日の２日間、高知県高
知市と岡山県岡山市への行政視察

を行いました。
　高知市では、条例に基づき、市
職員を地域活動応援隊として、通
常業務と兼務した形で市内各地域
へ派遣し、各地域の地域内連絡協
議会に参加するなど、住民と一緒
になって地域の課題解決やまちづ
くりに取り組んでいます。これこ
そが市民と行政の協働のまちづく
りの見本であり、本市でも同様の
取り組みができないか、行政に問
いたいと思っています。

　岡山市では、11 年前から国連
の認定を受け、ESD（持続可能な
開発のための教育）プロジェクト
を推進しています。高校生を含め
た幅広い年代の子どもたちが地域
と連携した活動を行っており、活
動を通じて郷土への愛着が生まれ、
地域づくりへの意欲も高まってき
ているとの説明を受けました。本
市でも、企業、大学、NPO など
と協働して人材育成を実施すべき
であると感じました。

市民と協働したまちづくり
 ・（E）え～ものを（S）子孫の（D）代まで

総務常任委員会
10 月 31 日 ~11 月１日
高知市と岡山市を行政視察

岡山市役所にて

議会報告会を開催しました

議会報告会の様子

　11 月 22 日に議員研修会として、
おおさかＡＴＣグリーンエコプラ
ザを視察し、環境についての知見
を広げてきました。
　エコマークの意味や認証の条件
を学んだり、実演装置を使った窓
の断熱ガラスの性能体験など、環
境について改めて考える機会とな
りました。コピー機で印刷した紙

をもう一度そのコピー機に通すと
文字が消えて白紙に戻り、再利用
できる、そんなコピー機が開発さ
れていることをご存知ですか？
　さまざまな分野で「エコ」が進
められています。公共施設であれ
ばこそ、取り入れられるところか
ら積極的に取り入れていくべきで
あると感じました。

「エコ」を考える

おおさかＡＴＣ
グリーンエコプラザにて

議会報告会検討会議の様子

11 月 15 日　市役所南館４階大会議室にて
（①午前 10 時～、②午後１時～、③午後４時～）

議員研修会　11 月 22 日　
おおさかＡＴＣグリーンエコプラザを視察



記編 集 後

平成２９年２月号

８

「カバンの中に１冊の本を」芦屋市では、ブックワーム芦屋っ子の育成を目指しています。

議 イクズ会

■前回のクイズの答え
　「９月議会では、平成 27 年度決算
を審査しました。一般会計収支は黒
字となりましたが、その金額はい
くらでしょうか？」の正解は、「②約
11 億７千万円」でした。

■問題
　芦屋市内で湧出する天然温泉を使用した公衆浴場が、指定管理者によって運
営されることが議決されました。その温泉施設は次のうちどれでしょうか。
　①　有馬温泉
　②　あしや温泉
　③　潮芦屋温泉　　　　　　　　　　　　　　　　　（出題者　寺前　尊文）
　正解者の中から抽選で３名の方に図書カード（500 円分）を差し上げます。
　正解は、５月発行予定の市議会だより 100 号で発表します。
　たくさんのご応募をお待ちしています。
■応募方法
　「はがき」または「電子メール」にて、住所・氏名・年齢・電話番号・クイズ
の答え・議会や本紙に対するご意見やご感想を明記してご応募ください。
　＊メールで応募する場合、件名は「第 17 回議会クイズ応募」としてください。
■応募締め切り
　平成 29 年２月 24 日（金）まで　＊当日消印有効
■応募先
　〒 659-8501　芦屋市精道町７番６号　芦屋市役所　市議会事務局
　メールアドレス：gikai.ashiya@hyogo.email.ne.jp
　＊個人情報は賞品の発送以外には使用いたしません。
　＊当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

～議会のナゼ？なに？再発見～
（第 17 回）

議長、副議長による抽選会

　平成７年４月、阪神・淡路大震災の影響で兵庫県議会と神戸、西宮、芦
屋の３市議会、芦屋市長の選挙の実施が困難であったため、選挙期日と任
期が４月から６月に変更されました。その後、平成 11 年の選挙からは選
挙期日だけが４月に戻されたため、任期開始が選挙の約２カ月後となって
います。
■問題はあるの？
　新人議員が当選しても約２カ月もの間、議員活動を行うことができない
などの不都合が生じています。
■解決できないの？
　この問題を解決するため、次の選挙（平成 31 年）での当選者の任期を
４年から約３年 10 カ月に縮めることにより、さらにその次の選挙（平成
35 年）での当選者の任期開始を震災前の４月に戻すことについて、関係
議会と芦屋市長で協議してきました。法律で４年と定められている任期を
短縮するための特例法制定を国や国会議員に働きかけた結果、昨年の臨時
国会で議員立法による法案が提出されました。継続審査となっていますが、
現在開会中の通常国会で早期に特例法が成立されるよう要望しています。

３月定例会日程（予定）
　芦屋市議会では、本会議・常任委員会・特別委員会・議会運営委員
会を傍聴することができます。ぜひお越しください。　　
　また、本会議はインターネットで生中継もしています。

○本会議・委員会の開始は、原則午前 10 時からです。
○傍聴希望の方は事前に時間をお確かめの上、本会議は市役所本庁舎南館
　４階傍聴受付、委員会は南館３階市議会事務局までお越しください。

　

お
正
月
の
夜
空
で
細
い
三

日
月
に
金
星
や
火
星
が
大
接

近
す
る
天
体
シ
ョ
ー
が
。
金

星
や
火
星
は
と
て
も
明
る
く
、

地
上
の
照
明
の
せ
い
（
光

害
）
で
最
近
見
え
に
く
い
星

空
で
も
目
を
引
く
存
在
。
と

こ
ろ
が
、
金
星
が
あ
ま
り
に

明
る
い
の
で
惑
星
で
は
な
く

人
工
の
光
で
は
と
の
噂
が
一

部
に
。
久
し
ぶ
り
に
見
る
星

の
輝
き
に
驚
く
あ
ま
り
の
反

応
か
。
た
ま
に
は
夜
空
を
見

上
げ
る
余
裕
を
持
ち
た
い
。

（
編
集
委
員　

　
　
　
　
　

帰
山　

和
也
）

　

市
議
会
だ
よ
り
は
平
成
４

年
の
創
刊
か
ら
99
号
を
迎
え

ま
し
た
。
震
災
に
お
け
る
発

行
中
止
や
財
政
改
革
の
苦
難

の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

年
４
回
の
定
例
会
ご
と
に
審

議
結
果
や
議
会
活
動
の
状
況

等
を
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
次
号
で
１
０
０
号

と
な
り
、
記
念
の
特
別
記
事

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
議
会
な
ら
び
に

市
議
会
だ
よ
り
に
ご
期
待
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
委
員

　
　
　
　
　

福
井　

利
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芦屋市議会議員の任期開始が
　　当選後１カ月以上も先なのはなぜ？


